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専
大
附
属
高

専
大
松
戸
高

誰
で
も
参
加
で
き
る
、
裁

判
員
経
験
者
と
の
定
例
交
流

会
「
裁
判
員
ラ
ウ
ン
ジ
」
が

１２
月
１３
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
始
ま
っ
た
。
３
カ
月
に

１
回
、
裁
判
員
経
験
者
や
弁

護
士
を
囲
み
、
裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
語
り
合
う
も
の

で
、
「
導
入
か
ら
５
年
た
っ

た
裁
判
員
裁
判
を
身
近
に
感

じ
る
場
に
し
た
い
」
と
飯
考

行
准
教
授
（
法
社
会
学
）
が

主
宰
。
関
心
を
寄
せ
る
学
生

や
法
学
部
Ｏ
Ｂ
、
研
究
者
、

元
裁
判
所
職
員
ら
約
２０
人
が

参
加
し
た
。

初
回
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
男
女
５
人
の
裁
判
員
経

験
者
に
学
生
３
人
（
杉
崎
千

春
さ
ん
、佐
藤
里
紗
さ
ん
、関

本
滉
平
さ
ん
∥
い
ず
れ
も
法

２
）
が
質
問
す
る
形
で
進
行

し
た
。「
日
当
の
額
は
」「
メ
ン

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
は
」
「
裁
判

員
制
度
の
今
後
を
ど
う
考
え

る
か
」
な
ど
の
や
り
取
り
か

ら
、
裁
判
員
の
心
理
的
負
担

や
判
決
言
い
渡
し
後
の
情
報

公
開
へ
と
話
題
が
広
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
意
見
の

違
い
か
ら
討
論
が
進
む
。

「
受
刑
者
や
出
所
者
の
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
活
動
を

模
索
し
て
い
る
」
と
い
う
発

言
も
あ
り
、「�
裁
判
員
は
大

変
�
と
し
か
思
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
経
験
し
て
終
わ
り

で
は
な
い
と
い
う
お
話
に
考

え
さ
せ
ら
れ
た
」
（
関
本
さ

ん
）
。
４
月
か
ら
飯
ゼ
ミ
で

学
ぶ
３
人
は
休
憩
を
含
め
約

３
時
間
、
異
な
る
立
場
の
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
に
耳
を
傾
け

た
。神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館

で
３
、
６
、
９
、
１２
月
の
第

２
土
曜
日
に
開
催
す
る
予

定
。
チ
ラ
シ
な
ど
で
近
隣
の

住
民
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
く
。
次
回
は
３
月
１４
日

１４
時
か
ら
。
詳
細
はh

t
t
p
:

/
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w
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.
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第
４２
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
全

国
大
会
（
１２
月
１４
日
、
さ

い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
）
の
高
等
学
校

の
部
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
門
（
小
編
成
）
で
、

専
修
大
学
玉
名
高
校
（
熊

本
県
玉
名
市
・
松
野
孝
則

校
長
）
吹
奏
楽
部
Ｖ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
が
華
麗
な
演

技
と
演
奏
を
披
露
∥
写

真
。
銀
賞
に
輝
い
た
。
同

高
の
全
国
大
会
出
場
は
１３

年
連
続
。

ま
た
、
専
修
大
学
北
上

高
校
（
岩
手
県
北
上
市
・

髙
橋
等
校
長
）
吹
奏
楽
部

も
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

門
（
中
編
成
）
で
銅
賞
に

入
賞
し
た
。
全
国
大
会
銅

賞
は
３
年
連
続
。

公
開
模
擬
裁
判

１１
月
８
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
法
廷
教
室
で
、
専
修

大
学
附
属
高
校
と
専
修
大
学

松
戸
高
校
の
生
徒
９２
人
が
参

加
し
、
公
開
模
擬
裁
判
（
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

主
催
、
東
京
弁
護
士
会
法
教

育
セ
ン
タ
ー
協
力
）
が
行
わ

れ
た
。

生
徒
た
ち
に
法
曹
界
や
法

律
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
１
９
９
５
年
か
ら
開
催

さ
れ
今
年
で
２０
回
目
。

今
回
は
窃
盗
未
遂
罪
の
成

立
を
問
う
シ
ナ
リ
オ
。
検
察

官
役
の
附
属
高
校
生
徒
、
弁

護
人
役
の
松
戸
高

校
生
徒
が
弁
護
士

か
ら
指
導
を
受
け

つ
つ
審
理
。
質
問

や
異
議
が
飛
び
交

い
、
予
定
時
間
を

大
幅
に
超
え
盛
り

上
が
っ
た
。

終
了
後
、
全
員

が
参
加
し
た
座
談

会
で
は
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
生
徒
た
ち

か
ら
は
「
貴
重
な

体
験
だ
っ
た
」
と

の
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

県
立
川
崎
高
で

Ｓ
Ｉ
Ａ
が
授
業

本
学
と
高
大
連
携
協
定
を

結
ぶ
神
奈
川
県
立
川
崎
高
校

の
国
際
系
科
目
「
国
際
理
解

・
国
際
交
流
」
で
、
国
際
協

力
サ
ー
ク
ル
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
メ
ン

バ
ー
が
授
業
を
行
っ
た
。

参
加
し
た
の
は
峰
崎
は
な

こ
代
表
（
法
２
）
ら
４
人
。

峰
崎
さ
ん
ら
は
Ｓ
Ｉ
Ａ
で
実

施
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
映
像

を
交
え
て
紹
介
し
た
。

後
半
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
。
「
さ
ま
ざ
ま
な
国
を

見
て
み
よ
う
」
な
ど
の
４
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
サ
ー
ク
ル

活
動
や
個
人
で
の
渡
航
経
験

を
通
し
て
見
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど

を
高
校
生
に
伝
え
た
。

毛
の
力

山
口
ミ
ル
コ
著

大
手
出
版
社
の
編
集
者
と

し
て
２０
年
、
数
々
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
を
世
に
送
り
出
し
た

山
口
ミ
ル
コ
さ
ん
（
昭
６３

文
）
は
、
会
社
を
退
職
後
に

発
覚
し
た
乳
ガ
ン
の
治
療
の

た
め
全
身
の
毛
を
失
っ
た
。

毛
の
な
い
生
活
は
、
著
者
に

新
た
な
生
活
感
、
生
き
方
を

も
た
ら
す
。

編
集
者
時
代
の
激
務
か
ら

一
転
、
お
だ
や
か
な
暮
ら
し

を
送
る
中
で
、
自
分
の
名
前

ミ
ル
コ
（
ミ
ー
ル
は
ロ
シ
ア

語
で
世
界
、
平
和
の
意
）
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
ロ
シ
ア
へ
旅

立
つ
こ
と
を
決
意
。

極
寒
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、

そ
し
て
先
住
民
族
ウ
デ
ヘ
の

住
む
村
と
「
毛
皮
の
た
め
に

命
を
狙
わ
れ
た
」
ク
ロ
テ
ン

を
追
う
。
そ
こ
で
、
人
間
と

動
物
や
自
然
と
の
関
係
、
あ

ら
ゆ
る
生
物
の
命
の
つ
な
が

は

り
に
思
い
を
馳
せ
る
…
。

話
題
と
な
っ
た
闘
病
記

『
毛
の
な
い
生
活
』
か
ら
２

年
、
新
作
『
毛
の
力
』で
は
、

著
者
の
さ
さ
や
か
だ
が
深
い

発
見
の
数
々
が
、
し
な
や
か

に
綴
ら
れ
て
い
る
。
（
小
学

館
・
１
３
０
０
円
＋
税
）

堀
井
学
氏
（
ほ
り
い
・
ま
な

ぶ
∥
平
６
商
・
４２
歳
）
北
海

道
９
区
、
自
民
前
、
当
選
２

回
。

稲
津
久
氏
（
い
な
つ
・
ひ
さ

し
∥
昭
５７
商
・
５６
歳
）
北
海

道
１０
区
、
公
明
前
、
当
選
３

回
。

小
熊
慎
司
氏
（
お
ぐ
ま
・
し

ん
じ
∥
平
４
法
・
４６
歳
）
福

島
４
区
、
維
新
前
、
当
選
２

回
。

浜
田
靖
一
氏
（
は
ま
だ
・
や

す
か
ず
∥
昭
５５
経
営
・
５９

歳
）
千
葉
１２
区
、
自
民
前
、

当
選
８
回
。

馳
浩
氏
（
は
せ
・
ひ
ろ
し
∥

昭
５９
文
・
５３
歳
）
石
川
１

区
、
自
民
前
、
当
選
６
回
。

中
根
一
幸
氏
（
な
か
ね
・
か

ず
ゆ
き
∥
平
１２
大
学
院
法
修

・
４５
歳
）
比
例
代
表
北
関

東
、
自
民
前
、
当
選
３
回
。

第
１３
回
校
友
会
ア
ド
ニ
ス

カ
ッ
プ
・
沖
縄
ゴ
ル
フ
大
会

が
、
１１
月
２７
日
、
沖
縄
県
う

る
ま
市
の
沖
縄
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た

∥
写
真
。
約
３０
人
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
兼
村
明
氏
（
元

育
友
会
沖
縄
支
部
役
員
）
個

人
優
勝
、
伊
藤
順
子
氏
（
平

４
経
済
）
が
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

賞
に
輝
い
た
。

な
お
、
懇
親
会
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
を
実
施
し
、
被
災
学

生
等
支
援
金
と
し
て
全
額
を

専
修
大
学
に
寄
付
し
た
。

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま

す
。
学
生
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
大
学
と

い
う
場
は
ほ
ん
の
数
歳
の
幅
の
同
世
代
が

大
多
数
な
の
で
、
お
互
い
の
考
え
を
理
解

し
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
性
別
、
出
身
地
、

家
族
構
成
な
ど
家
庭
環
境
、
ほ
ん
の
少
し

の
年
齢
差
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
の

も
つ
常
識
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。
年
齢
の

幅
の
広
い
教
職
員
同
士
や
、
教
職
員
・
学

生
間
と
も
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
そ
の
違
い

は
大
き
く
な
り
ま
す
。

も
う
２０
年
近
く
前
に
な
り
ま
す
が
、
私

が
大
学
入
学
の
た
め
に
上
京
す
る
際
、
父

に
言
わ
れ
た
言
葉
の
一

つ
が
「
大
学
生
に
な
る

と
服
装
は
自
分
で
決
め

ら
れ
る
。
で
も
、
自
由

だ
か
ら
と
い
っ
て
何
を

着
て
行
っ
て
も
良
い
っ

て
わ
け
じ
ゃ
な
い
ぞ
。

Ｔ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
も
の
が

あ
る
ん
だ
。
ジ
ー
ン
ズ

な
ん
て
は
い
て
い
く
な
よ
」
で
し
た
。
あ

と
数
年
で
古
希
を
迎
え
る
父
に
と
っ
て
ジ

ー
ン
ズ
は
「
作
業
着
」
で
あ
っ
て
、
学
校

に
着
て
行
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

し
か
し
、
今
の
大
学
は
も
ち
ろ
ん
、
私

の
頃
で
さ
え
ジ
ー
ン
ズ
は
ご
く
普
通
の
服

装
で
し
た
し
、
そ
れ
を
と
が
め
る
先
生
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
大
学
で
の
服
装
」
一
つ
で
も
、
た
と

え
父
娘
で
あ
っ
て
も
、
常
識
に
差
が
あ
り

ま
す
。
常
識
が
違
え
ば
、
当
然
、
面
白
い

と
思
う
こ
と
や
つ
ら
く
感
じ
る
こ
と
も
変

わ
り
ま
す
。
冗
談
の
つ
も
り
が
相
手
を
悲

し
ま
せ
た
り
、
真
面
目
な
相
談
の
つ
も
り

が
軽
く
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
経

験
は
誰
し
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま

す
。
自
分
の
常
識
を
過
信
し
す
ぎ
て
人
を

傷
つ
け
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
大
月

祥
子
）

本
学
出
身
の
会
計

士
・
税
理
士
の
会
で

あ
る
専
修
大
学
会
計

人
会
（
吉
田
伸
江
会

長
）で
は
、合
格
者
の

方
へ
の
支
援
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

た
め
、
２
０
１
４
年

度
税
理
士
試
験
に
合

格
し
た
（
科
目
合
格

者
も
含
む
）
卒
業
生

の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

合
格
者
の
方
は
、
校
友
会

事
務
局
（
☎
０３
・
３
２
６
５

・
７
５
７
９
、E- m

a
i
l
:
k

o
y
u
k
a
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u-

u
.
a
c
.
j
p

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

専修大学は、１８８０年（明治１３年）の創

立以来、多くの方々に支えられて今日

に至っております。

現在、「学生を基本に据えた大学づく

り」を念頭に置き、人間性豊かな倫理

観のある人材の育成を目指し、骨太の

大学改革に取り組んでおります。創立

１４０年、そして１５０年に向けてさらなる

躍進を続けるために、皆様方のご支

援、ご協力を賜りますことを切にお願

い申し上げます。

専修大学募金局 ☎０３・３２６５・３１５７

※詳しくはホームページをご覧くださ

い。ネットバンクを使ったホームペ

ージからのお振り込みと、コンビニ

エンスストアからのお振り込みがで

きるようになりました。

ア
ド
ニ
ス
７０
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
７０

号
」
が
１
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
た
。
巻
頭
は
「
新
春
Ｔ
Ｏ

Ｐ
座
談
会
」
（
日
髙
義
博
理

事
長
、
矢
野
建
一
学
長
、
坂

田
隆
石
巻
専
修
大
学
長
、
甘

竹
秀
雄
校
友
会
長
）
。
ま
た

「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は
北

條
卓
夫
さ
ん
（
昭
３８
商
経
）

ら
活
躍
す
る
校
友
５
人
を
、

「
校
友
の
店
」
で
は
杉
浦
英

昭
さ
ん
（
昭
４９
商
）
を
紹
介

す
る
。

裁裁
判判
員員
制
度
を
語
り
合
う
ラ
ウ
ン
ジ

ラ
ウ
ン
ジ

自
分
の
常
識
は
他
人
の
非
常
識
？

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

飯
准
教
授
が
主
宰

▲ 対話が弾み「次回が楽しみ」の声も

左から２人目が飯准教授

�

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
感
じ
た
こ

と
を
伝
え
る
峰
崎
さ
ん

ア
ド
ニ
ス
カ
ッ
プ
・

沖
縄
ゴ
ル
フ
大
会

＜校友＞

専
大
北
上
高

全国大会で銀賞

銅

賞

税理士試験合格の卒業生へ

第
４７
回
衆
議
院
議
員
選
挙
結
果

（
２
０
１
４
年
１２
月
１４
日
投
開
票
）

専大玉名高吹奏楽部

教育研究振興協力資金募金のお願い

�

検
察
側
か
ら
鋭
い
質
問
が
飛
ぶ
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